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研究成果の概要（和文）：本研究は、観世文庫が所蔵する貴重な能楽関係文献資料の調査・整理・
保存・公開によって、今後の能楽研究の発展の基礎を築いた。資料はマイクロフィルムに撮影・
保存したうえで、これをデジタル画像化し、文献調査に基づく書誌情報と統合してデータベー
ス化した。これはデジタルアーカイブとして Web 上に公開され、資料が世界中から検索・閲覧
可能になった。さらに「観世家のアーカイブ展」の開催を通じて、研究によって得られた知見
の普及をはかった。 

 

 
研究成果の概要（英文）：In this study, we founded the base of the development of further Noh 

studies through archiving the Noh related Materials in the Kanze Bunko Collection. The 

documents of the collection are microfilmed and then converted into digital images. We 

construct the document image database that is published on the Web and is accessible 

through the internet. In addition, We held a special exhibition titled “The Kanze School 

Archive” as an outreach event of this project. 
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１．研究開始当初の背景 

 

観世文庫は、主に観世宗家から寄贈・寄託
された同家伝来の能楽関係資料から成る。資
料は能面、装束類、文書典籍の三種に大別さ

れ、所蔵数は当初把握されていただけでそれ
ぞれ二～三千点に及び、世阿弥自筆本、代々
の観世大夫関係文書、古面や古装束といった、
室町期以来の貴重な資料が含まれる。同文庫
は、規模・質ともに能楽に関する最重要の資

研究種目：基盤研究（A） 

研究期間：平成 18 年度～平成 21 年度 

課題番号：18202006 

研究課題名（和文） 観世文庫所蔵能楽関係資料のデジタル画像化と解題目録作成に

向けた総合的研究 

研究課題名（英文） A Comprehensive Study for Producing the Catalogue and Digitalized 

Archive of the Noh Related Materials in the Kanze Bunko Collection 

研究代表者      

松岡 心平（MATSUOKA  SINPEI） 

東京大学・大学院総合文化研究科・教授 

研究者番号：７０１７３８１２ 

 

 



 

 

料群を有し、さらに面や装束、型付などの多
くが現在でも能楽の実演に際して使用され
る「生きた資料」であるという、ユニークな
特性をも備えている。 

こうした資料が能楽の歴史や実演の研究
に与える恩恵ははかりしれないものがある
が、従来これに対する調査は部分的なものに
とどまり、資料の全体像の把握にすら至って
いなかった。また、現在でも観世流の演能活
動に実際に用いられるという事情から、研究
者がこれを閲覧・調査する機会もきわめて限
定されていた。 

このように、その研究上の価値の高さにも
かかわらず、この資料群は、実際に研究に活
用することが困難な状況にあったのである。 

 

 

２．研究の目的 

 

以上のような状況をふまえ、今回は特に文
献資料を対象に以下のような研究プロジェ
クトを実施し、今後の世界的な能楽研究発展
の礎を築くことを目的とした。 

 

（１）観世文庫所蔵能楽関係文献資料（6,000

点）に対する包括的な書誌調査を実施してそ
の全貌を明らかにする。 

 

（２）全資料をマイクロフィルムに撮影して
恒久的な保存をはかるとともに、これらをデ
ジタル画像化して、書誌情報と関連づけたデ
ータベースを構築する。 

 

（３）上記データベースをデジタルアーカイ
ブとしてインターネット上に公開し、世界中
から文献資料を検索・閲覧可能にする。 

 

（４）解題目録を刊行する。 

 

（５）アーカイブ構築の過程で得られた観世
文庫所蔵資料に関する知見を、メディアや展
覧会などを通じて積極的に発信する。 

 

 

３．研究の方法 

 

（１）最初に、研究分担者と、若手の能楽研
究者を中心とする研究協力者による二十名
余りの調査チームにより、包括的な書誌調査
をおこなう。全資料にユニークな資料番号と
仮書名をつけるとともに、寸法、丁数、装訂
などの基礎的な書誌情報をカードにまとめ
て、データベースソフト（FileMaker）に入
力し、書誌データベースを構築する。 
 
（２）以上の作業をふまえ、専門の業者によ
る資料撮影をおこなう。文庫独自の資料価値

が低いと思われる近代公刊書籍等をのぞき、
全資料についてモノクロマイクロフィルム
撮影をおこなう。マイクロフィルムは長期保
管用である。次に、ウェブ公開用のデジタル
画像を作成する。特に色彩が重要な資料につ
いてはデジタルカラー撮影をおこない、それ
以外の資料については、マイクロフィルムか
らのスキャニングによってデジタル画像を
得る。デジタルイメージは KmView 形式で圧
縮し、インターネット上で軽快に閲覧できる
ようにする。 
 
（３）上記作業によって得られた資料のデジ
タル画像を研究分担者・協力者に配布し、各
自のパソコンモニター上でこれを解読して
解題を執筆する。解題情報は書誌データベー
スに統合し、これをもとに冊子体の解題目録
の刊行を目指す。 
 
（４）デジタル画像と解題を含めた書誌情報
が揃った段階で、東京大学情報基盤センター
のサーバー上にデジタルアーカイブを公開
する。専門の業者に委託し、キーワードで資
料を検索し、画像を閲覧できるシステムを構
築する。 
 
（５）東京大学駒場博物館における観世文庫
所蔵資料の展覧会開催、シンポジウムの開催、
出版物での資料紹介などを通じ、今回の調査
の成果を広く社会に公開する。 
 
 
４．研究成果 
 
上記「３．研究の方法」の（１）～（５）の
それぞれに対応するかたちで、以下に成果を
述べる。 
 
（１）研究開始時点で把握されていた 3,000
点のおよそ 2倍にあたる 6,000 点あまりの資
料が同定され、データベース化された。従来
雑然と収蔵されていた資料が、専用の資料保
管箱によって番号順に整理され、それがデー
タベースの資料番号と対応づけられた。アー
カイブとしての基本機能である資料管理を
確実におこなう体制を実現したことは、大き
な成果であった。 

一方、次々と観世家から新出資料が報告さ
れたために、それらに対する書誌調査が最終
年度に至るまで随時おこなわれ、結果的に資
料撮影以下のスケジュールが後にずれこむ
結果となった。現時点でもまだ書誌調査がお
こなわれていない資料が出現しており、引き
続いて調査をおこなう必要がある。 
 
（２）写真撮影は国際マイクロ写真工業社に
委託し、質の高い写真画像を得ることができ



 

 

た。撮影は 19 年度中に終了する予定であっ
たが、上記の事情により、結局最終年度であ
る 22 年度まで、撮影がおこなわれた。 
 
（３）上述したように、資料の増大にともな
い、書誌調査と写真撮影のスケジュールが延
びたために、資料を解読し解題を作成する時
間を十分に取ることができなかった。そのた
め、解題作成は全資料の半分程度にとどまり、
解題目録を刊行することができなかった。作
成した分の解題は、下記「観世アーカイブ」
で読むことができるようになっている。 
 
（４）2009 年 10 月に、東大情報基盤センタ
ーのサーバー上で、「観世アーカイブ」を公
開し、世阿弥自筆本をはじめとする文献のほ
とんどが、世界中から検索・閲覧可能になっ
た。これは新聞やウェブなどの各種メディア
で取り上げられ、もっとも閲覧困難だった貴
重資料の大胆な公開と、その高い利便性に対
して、内外の研究者から高い評価を得ている。 
 
（５）2009 年月 10 月 10 日～11 月 29 日の日
程で、東京大学駒場博物館において展覧会
「観世家のアーカイブ―世阿弥直筆本と能
楽テクストの世界―」を開催した。展覧会は
上記「観世アーカイブ」と同じタイミングで
開始され、オープニングイベント「東大駒場
薪能」とあわせて新聞各社で大々的に紹介さ
れた。これによって、多数の学生や一般市民
に観世文庫所蔵資料の重要性と、今回の研究
の意義を知ってもらうことができた。展覧会
にあわせて、観世清和氏（観世流宗家）など
を迎えたシンポジウムや、研究分担者による
ギャラリートークもおこなった。 

調査や展示を通じて数多くの貴重な資料
の存在が判明したが、雑誌『観世』2009 年 4
月号以降、毎号の巻頭において、「観世文庫
の文書」と題した記事でこれらを紹介してい
る。そのほか、デジタルアーカイブ公開から
間もないけれども、すでにこれを活用した研
究成果が出始めており、今後ますますの活用
が期待される。 
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